
      

平成21年11月18日 

四国地方整備局 

土佐国道事務所 

                              

須崎市街の大型車交通量約１／４に！ 
 

平成２１年３月２９日に国道５６号須崎
す さ き

道路（自動車専用道路）が開通しました。 

交通量調査やアンケートなどから、整備効果についてとりまとめましたのでお知らせします。 

 

効果① 須崎市街地の交通量が減少し、混雑が緩和され、通行者の安全性が向上。

（旧国道の大型車交通量は８年前のおよそ１／４に減少） 

 

効果② 須崎市街地を通過する所要時間が短縮しました。 

（道の駅かわうその里すさき～須崎
す さ き

市吾井郷
あいのごう

まで約３分短縮） 

 

効果③ 利用目的に応じた道路の利用が可能になりました。 

 

効果④ 高知西南地域からのアクセス性が向上しました。 

 

《詳細は別紙参考資料をご覧ください》

今後もこれらの効果が継続的に発揮されるよう、適切な道路管理に努めて参ります。
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                                     別紙 

【須崎道路の概要】 

 

 須崎道路は、四国横断自動車道と直結することにより、広域的・一体的な高速ネット

ワークを形成する道路です。また、須崎市内の交通を分散させ、混雑の解消を図るとと

もに、四国横断自動車道へのアクセス道路としても機能します。 

これにより、市役所前を通る旧国道５６号沿線地域の生活環境の改善を図り、幹線道

路として地域活動の活性化および利便性の向上に寄与します。 

７年前の平成１４年３月には、自動車専用道路の一部を利用して、延長 5.1km全線を

一般道路として暫定供用しました。これにより、旧国道５６号における交通が分散し、

ピーク時旅行速度の上昇（平日で約7km/h、休日で約20km/hの上昇）、交通事故件数の減

少（約２割減）など、主だった整備効果が顕著に見られました。 

 

区 間 自：高知県須崎市
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延 長 5.1km（うち自動車専用道路4.6km） 

車線数 自動車専用道路：暫定２車線、 一般道路：完成２車線 
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効果①．通行者の安全性が向上効果①．通行者の安全性が向上

○須崎道路の全線開通により、県道３８８号（旧国道５６号）の大型車交通量が
約１／４に減少（約１，５００台減少）しました。

○特に朝の通学時間帯を含む日中において、大型車交通量が大きく減少しました。

◆須崎道路全線開通による大型車交通量の変化◆須崎道路全線開通による大型車交通量の変化

出典：交通実態調査（H14、H21）

【県道３８８号（旧国道５６号）の交通量の変化（大間本町） 】

【時間帯別の大型車交通量の変化（大間本町） 】

大型車の交通量が大幅に減少
朝の通勤・通学が安全に

：須崎道路（自動車専用道路）
：国道56号（バイパス）
：県道388号（旧国道56号）

多ノ郷小学校

須崎工高校

新荘小学校

須崎中学校

須崎高校

(C)Yahoo Japan 

須崎小学校

【開通前の通行状況（H14.2） 】 【開通後の通行状況（H21.7） 】

県道の交通量が大きく減少

別紙

県道３８８号（旧国道
５６号）周辺には、

学校施設が多く立地
大間本町断面
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効果②．効果②．須崎市街地を通過する所要時間が短縮須崎市街地を通過する所要時間が短縮

◆国道５６号（バイパス）開通による所要時間の変化◆国道５６号（バイパス）開通による所要時間の変化

【須崎道路全線開通前後の所要時間の変化】

：須崎道路（自動車専用道路）
：国道56号（バイパス）
：県道388号（旧国道56号）

道の駅から吾井郷まで
（国道５６号（バイパス）開通前H14）

所要時間 約１１分
↓

（須崎道路全線開通後H21）

所要時間 約８分

吾井郷

道の駅かわう
その里すさき

(C)Yahoo Japan 

出典：交通実態調査（H14、H20、H21）

＜地域からの声＞

●須崎道路が開通し、高知市内の高知医療センター（３次救
急医療機関）までの救急搬送時間が短縮された。１秒でも早く
到着すれば、助かる命が増える。（高幡消防組合消防本部）

須崎道路
開通により、
約３分短縮

【道の駅～須崎東ＩＣ出入口間の所要時間の変化】

自動車専用道
路では、国道
５６号に比べ
約３分短縮

○須崎道路（自動車専用道路）の全線開通により、高知市内までの所要時間が
短縮しました。

○須崎市街地（道の駅かわうその里すさき～須崎東ＩＣ出入口、吾井郷）を通過
する際の所要時間が、 約３分短縮しました。

須崎東ＩＣ

道の駅から須崎東ＩＣまで
（自動車専用道路開通前H20）

所要時間 約７分
↓

（自動車専用道路開通後Ｈ２１）

所要時間 約４分

別紙
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効果③．利用目的に応じた、道路の利用が可能に効果③．利用目的に応じた、道路の利用が可能に

出典：Ｗｅｂアンケート調査（H21.8）

◆須崎道路の利用特性（道路別）◆須崎道路の利用特性（道路別）

【須崎道路の利用目的（道路別）】

【須崎中央ＩＣ付近の状況】 【大間本町の状況】

須崎道路
（自動車専用道路）

国道５６号
（バイパス）

娯楽・食事・レジャー

通勤・通学

須崎道路
（自動車専用道路）

国道56号
（バイパス）

県道388号
（旧国道56号）

○目的に応じた道路の使い分けがなさ
れており、多様なニーズに対応できる
道路整備が着実に進められました。

被験者：須崎市を含む県西南市町の免許保有者

別紙

県道３８８号
（旧国道５６号）

：須崎道路（自動車専用道路）
：国道56号（バイパス）
：県道388号（旧国道56号）

(C)Yahoo Japan 

須崎中央ＩＣ

須崎東ＩＣ

須崎道路
終点



効果④．高知西南地域からのアクセス性が向上効果④．高知西南地域からのアクセス性が向上

◆所要時間の変化による救急医療への効果◆所要時間の変化による救急医療への効果

別紙

安心：通勤・通学など生活圏の拡大や事故、災害時の緊急輸送時に、よりスピー
ディーな移送が可能になりました。

活力：新鮮な農水産物のより効率的な輸送ルートが確保されます。
観光：自然美豊かな高知西南地域への観光客の増加が期待できます。

◆所要時間の変化による産業・観光への効果◆所要時間の変化による産業・観光への効果

３次救急医療機関

須崎道路
終点

高知IC

病院

(C)Yahoo Japan 

須崎東IC

３次救急医療機関で
ある高知市内の病院
へのアクセス性向上

＜地域からの声＞

●高速道路の延伸は病院への搬送時間の短縮にも
なり、救急医療の効果が大きく期待できる。

（中土佐町役場）

新鮮な農水産物の
効率的な輸送による
地場産業の活性化

(C)Yahoo Japan 
清水漁港

ショウガ収穫量

12,300ｔ
主な生産地：四万十町

全国
第1位

オクラ収穫量

2,940ｔ
主な生産地：宿毛市

全国
第1位

カツオ生産額

10,100百万円

全国
第3位

出典：第51次高知農林水産統計年報（H16-17）

須崎東IC

四万十川

所要時間短縮による
観光客の増加

須崎道路
終点

佐賀漁港

高知IC




